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株式会社ベルメゾンロジスコの株式譲渡契約締結に関するお知らせ 

 

当社は、2024年11月29日開催の取締役会において、住商グローバル・ロジスティクス株式会社（本社：東

京都千代田区 代表取締役社長 古澤秀公、以下SGL社）が66.6%、当社が33.4%出資する株式会社ベル

メゾンロジスコ（本社：岐阜県可児市 代表取締役社長 中澤祥浩、以下BML社）の発行済株式について、

SGL社の保有する株式を当社が取得する株式譲渡契約を締結することを決議しましたので、下記の通りお知

らせいたします。 

 

記 

 

１． 株式の取得の理由 

 当社は「ウーマン スマイル カンパニー」を企業ビジョンに掲げ、オンラインショップやカタログを通じた

通信販売事業「ベルメゾン」を中心に、様々な事業を展開しています。BML 社は主に「ベルメゾン」で取り

扱う商品の発送業務を行っており、岐阜県可児市及び岐阜県美濃加茂市の 2 カ所で物流センターを運

営しています。 

 2017 年９月の SGL 社による BML 社への出資参画以降、SGL 社、BML 社、当社の３社による継続

的な取組みにより、共同事業の目的とした成果が一定程度得られたことから、この度、SGL社の保有する

BML社の発行済株式を当社が取得することで SGL社と合意に至りました。 

 

２． 異動する子会社（株式会社ベルメゾンロジスコ）の概要 （2024年 11月 29日現在） 

（１） 名 称 株式会社ベルメゾンロジスコ 

（２） 所 在 地 岐阜県可児市塩河 2232 

（３） 代表者の役職 ・氏名 代表取締役社長 中澤 祥浩 

（４） 主 な 事 業 内 容 通信販売業界向け物流センターの企画・運営・管理 

（５） 資 本 金 100百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2012年 8月１日 



 

（７） 大株主及び持株比率 
住商グローバル・ロジスティクス株式会社 66.6％ 

株式会社千趣会 33.4％ 

（８） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 
当社は当該会社の発行済株式の 33.4%を

保有しています。 

人 的 関 係 

当社の監査役１名が BML社の監査役を兼

務しています。また、当社の従業員１名が出

向しています。 

取 引 関 係 
当社はベルメゾン商品の管理・梱包・出荷業

務を当該会社に委託しています。 

関連当事者へ

の該当状況 
該当いたします。 

 

３． 株式取得の相手先の概要 （2024年 11月 29日現在） 

（１） 名 称 住商グローバル・ロジスティクス株式会社 

（２） 
所 在 地 

東京都千代田区一ツ橋一丁目 2番 2号 住友商事竹橋ビル

14階 

（３） 代表者の役職 ・氏名 代表取締役社長 古澤 秀公 

（４） 主 な 事 業 内 容 
国際複合一貫輸送業、海上運送業、物流センター事業、物流

容器レンタル業、貿易実務代行業など 

（５） 資 本 金 13億 56百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1983年 11月 

（７） 純 資 産 66億 74百万円（2024年 3月 31日時点） 

（８） 総 資 産 131億 29百万円（2024年 3月 31日時点） 

（９） 大株主及び持株比率 住友商事株式会社  100.00% 

（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者 

への該当状況 
該当事項はありません。 

 

４． 取得株式数及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 取得前の所有株式数 1,336株（所有割合：33.4%） 

（２） 取 得 株 式 数 2,664株（所有割合：66.6%） 

（３） 取得後の所有株式数 4,000株（所有割合：100.0%） 

※取得金額については株式取得先との協議により非公表とさせていただきます。 

 

５． 日程  

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2024年 11月 29日 

（２） 株式譲渡契約締結日 2024年 11月 29日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2025年１月１日（予定） 

 



 

６． 今後の見通し  

本件により、BML 社は当社の連結子会社となる見込みですが、今後の連結業績に与える影響につきまして

は、現時点では軽微であります。 

 

当社は、今後も SGL 社との協力・協業関係を維持すると共に、更なる物流サービスの改善も含めた通信販

売事業の競争力強化に努めて参ります。 

 

以 上 


